
会 議 録 

  作成日 令和 7年 3月 19日 

日 時 
令和 6年 3月 15日（土） 

10：30～11：30 
場 所 

特別養護老人ホームすこやか苑 

多目的ホール 

会議名 
令和 6年度特別養護老人ホームすこやか苑第 6回運営推進会議 

令和 6年度特別養護老人ホームすこやか苑家族連絡会 

出席者 

運営推進会議 

入居者代表・家族代表・地域住民の代表（地区社協会長）・地域包括支援センター職員 

施設長・生活支援課長（生活相談員）・副主任支援員（介護支援専門員） 

家族連絡会 

苦情解決協議会委員（家族代表）・入居者家族 12組計 14名参加（各委員家族代表含む） 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

※ 以下のとおり、施設長からの挨拶あり 

 

 本日はお忙しい中、運営推進会議及び家族連絡会にお集まりいただきましてありがとうございます。 

すこやか苑も令和 6 年 12 月満 10 年を迎えました。これもひとえに入居者様、ご家族様、地域の皆様の

ご理解とご協力のおかげであると感謝申し上げます。 

現在、介護施設を取り巻く現状は大変厳しいものがあります。少子高齢化の中、人材確保と定着が難しい

こと、そして運営していくための収入源となる介護報酬ですが、国の報酬改定が 3 年に一度でありますか

ら、昨今の物価高に対応しきれておらず、事業所の努力だけではたちうちできないのが現状です。 

これから説明します事業計画の中でも出てまいりますが、いかにサービスの質を落とさず安定的な経営

基盤を確保していくかが重点事項としてあげられています。人手不足の中でも生産性をあげていくために、

ICTの活用や介護機器の導入などを検討しているところであります。 

しかし、いかに ICT や介護機器を導入したからとしても、施設の理念である「入居者一人一人の尊厳が

守られ、心穏やかに自分らしく生活できるように支援します」という基本理念が根底になければ、入居され

ている皆様が安心して生活できる場とならないですし、地域の皆様にも信頼さされる施設とはなり得ない

と思っております。R7 年度からも人手不足の中でも皆さまにご満足いただけるサービスを提供するために

試行錯誤を続けていきたいと思っております。 

令和 6 年度は行事などにもご家族様にボランティアとして関わっていただくことがありました。このよ

うに令和 7 年度にもご家族様や地域の皆様にボランティアとして関わっていただき、苑の様子をご覧にな

ってもらいながら、お気づきの点等があればご意見を頂戴し、改善していきたいと思っております。また、

地域に開かれた施設として、お互いに情報交換や交流の場を持って、地域のまちづくりに貢献できることが

あれば、力になっていきたいと思います。 

 本日は今年度最後の地域運営推進会議、そして 1 年に 1 度の家族連絡会でございますが、ニーズアンケ

ートの結果及び、事業計画の説明において、ご意見、ご感想などを頂戴し、よりよい施設づくりへとつなげ

てまいりたいと思いますのでよろしくお願いします。 



 

３ 運営推進委員、苦情解決協議会委員（家族代表）紹介 

※ 参加いただいた運営推進委員及び苦情解決協議会委員（家族代表）について生活支援課長が紹介 

 

４ すこやか苑の運営状況について 

（１） 令和 6年度 ニーズアンケート結果について 

※ 別添「令和 6年度 特別養護老人ホームすこやか苑 ニーズアンケート集計結果」について、生

活支援課長が報告 

（２） 令和 7年度 特別養護老人ホームすこやか苑事業計画について 

※ 別添「令和 7年度 特別養護老人ホームすこやか苑事業計画」に沿い、生活支援課長が内容を説

明 

（３） 令和 7年度 運営推進委員（家族代表）・苦情解決協議会委員（家族代表）の選任について 

※ 別添資料をもとに副主任支援員が運営推進会議及び苦情解決協議会について説明。事務局案と

して 2名の方を推薦（事前内諾あり）し賛同が得られたため、選任された。 

 

５ 懇 談 

※ ニーズアンケート結果や事業計画説明内容のほか、日々感じていることなど、参加ご家族や運営

推進委員から意見を聴取 

・ ニーズアンケート結果の意見の中で「きちんとした言葉遣いはもちろんですが、フレンドリーさもあ

りありがたいです」とありました。適切な言葉遣いももちろん大事ですが、いつも面会に来た時など

本人の様子を伝達してくれて、親しみを持って接してくれて感謝しています。 

・ 言葉使いが適切なのは、日ごろの研修の成果だと感じています。言葉が乱れるとそれが虐待につなが

る恐れがあるため、続けて言葉遣いを気にかけてください。 

・ 施設長の挨拶の中でもありましたが、ICTや介護機器を取り入れて腰痛予防をするほか、精神的な疲

労を回避し、離職防止に努めてほしいと思います。また、基本的な介護技術を身に付けることも大事

かと思います。 

・ 先日音楽会の際に数名のご家族にボランティアを依頼しました。次年度以降も可能な範囲で家族の

方々にも行事等に参加してもらい、入居者本人の様子を見てもらったり、施設行事を手伝っていただ

きたいと考えています。可能であれば大掃除なども手伝っていただければ嬉しいです。 

・ 地域の社会福祉協議会として、先日佃中学校の生徒等による雪片付けのボランティアを行いました。

子供の頃からボランティアに参加することで、若いころから地域の問題に目を止めてもらい、将来地

域を支える存在になってほしいと考えています。 

 

６ 閉 会 

・ 施設長から異動にて、次年度から新しい施設長が配置されることについて等報告あり。 

 

 

 

 

 














































